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館
を
視
察
さ
れ
、
広
野
町
の
復
興

の
状
況
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
荒
木
会
長
か
ら
は
職
員

に
対
し
、
震
災
以
降
、
懸
命
に
復

興
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
つ

い
て
敬
意
を
表
す
る
、
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

復
興
企
画
課

　

７
月
８
日
、
学
識
経
験
者
、
立

地
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
ら

で
形
成
す
る
「
広
野
町
移
住
定
住

検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に

『
広
野
町
移
住
定
住
「
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
」
促
進
プ
ラ
ン
』
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
復
興
創
生
期
間
満
了
と

な
る
２
０
３
０
年
に
向
け
、
将
来

人
口
６
０
０
０
人
を
目
指
す
と
と

も
に
、
復
興
支
援
等
で
お
世
話

に
な
っ
た
国
・
県
・
地
方
自
治

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
ひ
ろ
ぼ
ー
ク

ラ
ブ
、
東
京
福
島
広
野
会
、
大
学

な
ど
の
高
等
学
術
機
関
、
各
企
業

等
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
皆
様
と

１
０
０
０
人
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
を
構
築
し
、
様
々
な
場
面

に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き

ま
す
。

　

７
月
19
日
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

小
早
川

智
明
代
表
執
行
役
社
長
に
対
し
、

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
、
汚
染
水
・
処
理
水
の
適
正
な

処
分
、
風
評
対
策
に
つ
い
て
、
地

元
の
理
解
の
も
と
、
安
全
か
つ
着

実
に
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

７
月
20
日
、
国
へ
の
要
望
活
動

と
し
て
、
議
会
と
合
同
で
第
二
期

復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る
被
災

地
の
支
援
継
続
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
の
推
進
、

広
野
駅
周
辺
整
備
、
移
住
・
定
住

の
推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
石
井
正

弘
経
済
産
業
副
大
臣
、
富
樫
博
之

復
興
副
大
臣
、
額
賀
福
志
郎
自
由

民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加
速

化
本
部
長
、
吉
野
正
芳
本
部
長
代

理
、
谷
公
一
事
務
局
長
、
環
境
省

に
対
し
、
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。額
賀
福
志
郎
本
部
長
か
ら
は
、

被
災
地
の
現
状
か
ら
、
双
葉
郡
全

体
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
復
興
、
発
展

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
内
堀
雅
雄
県
知
事

が
来
訪
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
福
島
国
際
研

究
教
育
機
構
、
移
住
・
定
住
施
策

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
交
流
施
設
「
ひ
ろ

の
未
来
館
」
に
場
所
を
移
し
、
東

京
大
学
及
び
早
稲
田
大
学
の
研
究

施
設
や
化
石
・
文
化
財
等
の
展
示

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
知
事
か
ら

は
「
広
野
町
の
被
災
地
に
お
け
る

先
進
的
な
取
組
み
は
非
常
に
重
要

な
活
動
で
す
。」
と
の
評
価
を
頂

き
ま
し
た
。

ひろの未来館を視察する内堀知事

　

７
月
31
日
、
早
稲
田
大
学
ふ
く

し
ま
広
野
未
来
創
造
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
主
催
の
第
10
回
ふ
く
し
ま

学
（
楽
）
会
が
、
富
岡
町
「
学

び
の
森
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
、
リ
モ
ー
ト
参
加
者
を
合
わ
せ

約
１
５
０
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
廃
炉
や
浜
通
り
地
域
社
会

の
将
来
像
に
つ
い
て
、
早
稲
田
大

学
、
東
京
大
学
の
専
門
家
や
当
事

者
で
あ
る
東
京
電
力
廃
炉
カ
ン
パ

ニ
ー
社
員
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り

会
社
並
び
に
ふ
た
ば
未
来
学
園
高

校
生
が
登
壇
し
、
研
究
内
容
や
取

り
組
み
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
参
加
者
と
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　

８
月
６
日
、
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
頂
い

た
早
稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー　

永
井
祐
二　

教
授
を
講

師
に
迎
え
、
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ

れ
る
気
候
変
動
、
各
地
で
発
生
す

る
豪
雨
や
猛
暑
等
、
気
象
災
害
が

激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る
中
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
企
業
や
家
庭
に
お
い
て
実

施
す
る
対
策
、
自
治
体
に
お
け
る

取
り
組
み
等
、
分
か
り
易
く
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
下
原
地
区
採
石
場

跡
地
復
旧
事
業
に
関
す
る
住
民
説

明
会
が
、
第
４
行
政
区
の
皆
様
17

世
帯
18
名
、
福
島
県
土
木
部
、
町
、

事
業
者
の
参
加
の
も
と
、
公
民
館

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
、
事
業
者
よ
り
住
民

の
皆
様
に
対
し
、
採
石
事
業
が
完

了
後
、
速
や
か
に
跡
地
処
理
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
不
信
感
か

ら
疑
念
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た
。
会
議

で
は
、
県
土
木
部
並
び
に
町
か
ら

の
事
業
の
経
過
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
説
明
し
、
質
疑
応
答
と

な
り
ま
し
た
。
欠
席
さ
れ
た
33
世

帯
の
皆
様
に
は
、
８
月
中
に
一
軒

一
軒
訪
問
し
、
内
容
を
説
明
す
る

と
と
も
に
一
定
の
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

　

８
月
22
日
、
秋
葉
賢
也
復
興
大

臣
並
び
に
竹
谷
と
し
子
復
興
副
大

臣
が
就
任
挨
拶
の
た
め
来
庁
さ
れ

ま
し
た
。
議
長
同
席
の
も
と
、
双

葉
地
方
の
復
興
へ
の
展
望
に
向
け

て
、
町
の
現
状
を
伝
え
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
し
た
課

長
等
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
野

町
の
復
興
・
創
生
へ
の
取
り
組
み

を
説
明
し
、
秋
葉
大
臣
か
ら
ご
自

身
の
出
身
が
宮
城
県
丸
森
町
で
あ

り「
福
島
浜
通
り
は
な
じ
み
深
く
、

復
興
に
向
け
て
尽
力
す
る
」
と
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、
太
田
房
江
経
済
産

業
副
大
臣
が
就
任
挨
拶
の
た
め
来

庁
さ
れ
ま
し
た
。
兼
務
す
る
原
子

力
災
害
現
地
対
策
本
部
長
と
し

て
、「
地
元
に
何
度
も
足
を
運
び
、

現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

行
き
た
い
。
風
評
被
害
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
、
地
元
と
連
携
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
、
第
６
回
福
島
第
一

廃
炉
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
大
熊
町

「
リ
ン
ク
ル
大
熊
」
で
約
２
０
０

名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た

め
、
国
内
外
に
対
し
て
正
確
性
と

　令和４年度第３回広野町議会定例会が９月12日
から16日までの会期（13日は休会）で開催されま
した。一般質問を経て議案審議がなされ、すべての
議案が原案どおり可決されました。
　会期初日には、遠藤町長が第３回定例会（９月開
催）以降の町政経過報告を行いました。町民のみな
さんにお伝えしたいことがたくさん盛り込まれてい
ますので、主な内容の抜粋を掲載します。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
陽

性
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
５
へ
の
置
き
換
わ
り

に
よ
り
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
、

医
療
機
関
及
び
保
健
所
機
能
が

ひ
っ
迫
し
、
陽
性
者
の
全
数
把
握

が
見
直
さ
れ
る
な
ど
の
対
応
が
と

ら
れ
ま
し
た
。町
内
に
お
い
て
は
、

７
月
に
80
名
、
８
月
に
２
２
５
名

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
陽
性

者
が
確
認
さ
れ
た
際
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
会
議
を
開
催
、
現
況
を
精

査
し
、
こ
ど
も
園
、
児
童
館
、
小
・

中
学
校
、
二
ツ
沼
総
合
公
園
並
び

に
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
公
共
施

設
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、防
災
行
政
無
線
広
報
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
住
民
周
知
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
対
策
本

部
会
議
を
１
７
５
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
に
つ
き
ま

し
て
は
、
７
月
23
日
、
８
月
20
日
、

９
月
23
日
、
集
団
接
種
に
よ
り
実

施
し
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
国
、県
の
動
向
、

感
染
状
況
等
を
注
視
し
、
対
策
本

部
会
議
に
お
い
て
適
時
、
適
切
な

対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

総　
務　
課

　

６
月
16
日
、
長
年
交
流
を
続
け

て
い
る
静
岡
県
の
学
校
法
人
沼
津

学
園
の
桐
陽(

と
う
よ
う)

高
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
が
来
町
さ
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
が
避
難
生
活
の
状

況
な
ど
の
体
験
談
を
お
話
し
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅「沼津の杜公園」の看板除幕式

東
側
開
発
地
区
に
植
樹
し
た
桜
の

木
周
辺
の
除
草
や
添
え
木
の
手
入

れ
作
業
等
を
行
い
、「
沼
津
の
杜

公
園
」
の
看
板
除
幕
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

６
月
18
日
、
広
野
駅
環
境
美
化

推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
美
化
活

動
が
、
広
野
駅
周
辺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
暑
さ
が
厳
し
い

中
、
同
協
議
会
の
根
本
会
長
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ｒ
職
員
Ｏ
Ｂ
や
広
野
町

婦
人
会
、
町
職
員
な
ど
約
80
人
が

参
加
し
、
広
野
町
の
玄
関
口
で
あ

る
駅
前
や
駅
構
内
の
除
草
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
第
26
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
投
票
率
の
向
上
に
向
け
、
６

月
23
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

の
時
間
帯
に
お
い
て
、
期
日
前
投

票
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
災

行
政
無
線
、
広
報
車
に
よ
る
投
票

の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
56
・
８
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

８
月
29
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

の
行
程
で
全
国
町
村
会
長　

荒
木

泰
臣　

様
が
福
島
県
双
葉
地
方
の

視
察
の
た
め
、来
町
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
視
察
を
は
じ
め
、
中
間
貯
蔵

施
設
、
浪
江
町
の
福
島
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
、
双
葉

町
内
、
大
熊
町
内
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
最
終
日
に
広
野
町
内
の
二

ツ
沼
総
合
公
園
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
、
文
化
交
流
施
設
ひ
ろ
の
未
来ひろの未来館を視察する荒木全国町村会会長

『広野町移住定住「共生のまちづくり」
促進プラン』を策定 遠藤町長


